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平成２３年５月２日 

各      位 

                   会社名   株式会社セイクレスト 

代表者名  代表取締役 青木 勝稔 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号８９００） 

問合せ先  専務取締役経営管理本部長 井上 晃章 

                                     電話    ０６―６２６４―７０７７ 

 

破産手続開始申立ての決議に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 23 年５月２日開催の取締役会におきまして、本日、破産手続開始の申立てを行うこと

を決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 このような事態になり、株主様ほか関係者の皆様に対しましては、多大なるご迷惑をおかけいたし

ますことを深くお詫び申し上げます。 

 

記 

 

１．申立ての理由 

当社は、平成３年 12 月の設立以来、マンションの企画・販売代理事業及び不動産流動化事業を主力

事業として事業を行ってまいりました。第 12 期（平成 14 年３月期）以降は、東京支店の開設をはじ

めとして、広島、福岡への進出も果たす等、順調にその業績を拡大してまいりました。  

しかしながら、サブプライム問題に端を発した世界的な金融不安に伴い、国内経済が急速に停滞感

を強め事業環境に顕著に影響を及ぼし、当社の属する不動産業界においても流動性の低下と不動産価

格の下落が顕著となり、当社を取り巻く環境は当初想定していた以上に悪化し、厳しさを増してきて

おりました。  

このような環境のもと、当社は、主力事業における安定利益の確保に取り組むとともに、資本政策

につきましても、第三者割当増資、不動産を対価とした現物出資、有償株主割当増資等を実施し、事

業の建て直しを図るべく全社一丸となって取り組んでまいりました。  

直近においては、地価の下落や建築コストの低下等により都心部を中心に分譲マンション着工に回

復の動きがみられ、需要面では、住宅取得資金に係る贈与税の非課税枠拡大や、住宅ローン減税、住

宅エコポイント等による政策支援による一定の効果はあったものの、所得の伸び悩みや根強い先行き

への不安感等から、需要の本格的な回復には至らず、主力事業である企画・販売代理事業におきまし

ては、計画通りに販売が進まず伸び悩みを見せており、また、金融機関が不動産案件向け融資に対し

て慎重な姿勢を見せ始めたことから融資が受けられない状況が継続いたしました。加えて、当社が平

成 22 年３月に不動産を対価とした現物出資により取得した不動産につきましても当初期待されたよ
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うには販売が進まず、その他様々な商材の販売等に対する取組も奏功せず、結果、資金繰りの目処が

立たなくなりました。直近においては、平成 23 年 4月 28 日期日の約束手形の決済資金の準備が叶わ

ず、同手形の不渡りを発生させてしまう見込みとなりましたほか、その他にも多額の未払債務を抱え

る中で、運転資金の確保ができておらず、支払不能状態にあるものと申し上げざるを得ない状況のた

め、誠に不本意ではございますが事業継続を断念し、本日、破産手続開始の申立てを行うことを決議

いたしました。  

 

２．負債総額 

22 億円（概算 平成 23 年５月２日現在）  

 

３．今後の見通し  

今後につきましては、破産管財人のもとで破産手続が行われていくことになります。 

 

以 上 


